
※今号から24時間表記に変わります。
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関連イベントでさらに楽しもう

● 記念講演会
　 「岡本太郎と読む『今日の芸術』」
　ベストセラー美術書『今日の芸術』と岡
本太郎の思想が戦後社会に与えたインパ
クトについて本展監修・春原史寛による講
演会を行います。
日時＝11月11日㈰14時〜16時
対象＝一般、先着40人
● 前橋に太陽の鐘が鳴る
　前橋広瀬川河畔に設置された太陽の鐘
を特別に鳴らすことができます。
日時＝12月２日㈰13時〜14時
対象＝一般、先着１００人
申し込み＝以上の２つはアーツ前橋へ

岡本太郎（1911-1996）

　漫画家の岡本一平、歌人・小説家の岡
本かの子の長男として生まれる。絵画・
立体作品とともに多数の著作を発表。
1970年の日本万国博覧会ではテーマ
館プロデューサーを務めたほか、テレビ
やマスメディアにも精力的に出演し、多
方面で活躍した。 （右）岡本太郎《足場》 1952年一般財団法人草月会蔵（東京都現代美

術館寄託）©内田芳孝　（左上）岡本太郎《憂愁》1947年一般財団法
人草月会蔵（東京都現代美術館寄託）　（左下）岡本太郎《コントルポア
ン》1935/54年東京国立近代美術館蔵

●『今日の芸術』とは？
　1954年に刊行された岡本
太郎の代表的著作。美術書とし
ては異例の、10万部を超える
ベストセラーとなった。美術作
品との向き合い方などを説き、
芸術家の横尾忠則など、影響さ
れた文化人も多い。

● 太陽の鐘割
　携帯やカメラで太
陽の鐘を撮影した写
真を受付で提示する
と、観覧料が４００円に
なります。
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迎
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９
５
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催
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。
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れ
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触
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。
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介
し
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企
画
展
は
開
館
５
周
年
を
記
念
し
て

10
月
５
日
㈮
か
ら
30
日
㈫
ま
で
は
観
覧

無
料
で
す
。ま
た
、観
覧
日
当
日
に
限
り
、

観
覧
券
の
半
券
を
マ
イ
バ
ス
の
運
転
手

に
渡
す
と
一
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無
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に
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り
ま
す
。

　
広
瀬
川
河
畔
に
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っ
て
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た
「
太
陽
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鐘
」
と
と
も
に
、
岡
本
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郎
の
世
界

を
体
感
し
て
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せ
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５
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入
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時
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で
）
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０
０
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〈
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歳
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上
・
団
体
（
10
人
以
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４

０
０
円

　岡本太郎作品は一点一点がパワフルで、作品の前
に立つだけで圧倒されるものが多くあります。今回
の企画展では、岡本太郎が戦後の社会にどのような
インパクトを与えたかに着目しています。絵画だけで
なく、テレビ、CM、ラジオなどさまざまな形式で自身
の表現を行った岡本太郎。会場では彼の作品のほ
か、貴重な映像・音声資料も視聴できます。
　また、岡本太郎に影響を受けたアーティストの作品
も展示します。前橋出身のアーティスト・関口光太郎
が太陽の塔へのリスペクトを込めて、この展覧会の

ために作成した６ｍ超のオブジェは地下から１階への
吹き抜けを突き抜けるように展示され、迫力が感じら
れると思うのでぜひ見に来てく
ださい。そして、展覧会の
後は前橋にやってきた

「太陽の鐘」を見に、広
瀬川まで足を伸ばして
みてください。

見どころはパワフルな作品の数 ！々
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